
放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス

作成年月日 令和 7年 4月 20日
営業時間：放課後：14:00～17:00

長期休暇中：10:00～15:00
送迎実施：有
通園（月～金）： １０名

自分らしく社会で生きる
大人になるための土台作り

地域支援・連携移行支援 職員の質の向上家族支援
研修の実施
ケースカンファレンス

放課後児童クラブへの移行
保育所等訪問

個別療育相談

地域の支援体制の構築

ひとりひとり 個々を尊重しながら
みんなの居場所で 過ごす生活
楽しみ、遊び、伸びる

人間関係・社会性言語・コミュニケーション認知・行動運動・感覚健康・生活

支援理念

支援方針

小集団活動 ：

個別・集中支援：

サーキット遊び
外遊び
感触遊び

買物
清掃

本人支援

ADL・社会生活技能の獲得に向けて

専門職との連携による活動・課題の設定

個別の発達に合わせた課題の分析・スモールステップでの達成

さまざまなツール・手段を活用したコミュニケーション指導

季節の制作
調理

ことば遊び
伝承遊び
ルールのある遊び

ソーシャルスキル
トレーニング

主な行事：夏祭り クリスマス会

宝安寺社会福祉事業部全体での
包括的な地域支援・連携
他機関との連携

遊び、対話の中で共感・信頼の心をつくり、育み、築く

他放課後等デイサービス見学
学校見学

ほ う あ ん ふ じ



日々の充実，望ましい未来，ウェルビーイング*

• 本人支援 ひとりひとりに合わせた

• 家族支援 こどもの基盤を支援

• 移行支援 地域の保育・教育との足並みをそろえて

• 地域支援・地域連携 医療・行政・教育・福祉との連携

• 地域の支援体制の構築

*ウェルビーイングとは、

「身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義など
の将来にわたる持続的な幸福を含む概念」

と厚生労働省により定義されています。



• 目標
• アタッチメントの発展とこどもの育ちの充実

• 家族への支援を通じたこどもの暮らしや育ちの安定

• こどもと地域のつながりの実施

• 地域で安心して暮らすことができる基盤づくりの推進

• 方法
• ５領域のアセスメント

• 生活や遊びの中での５領域の視点からアプローチ

• これら本人支援＋移行支援，地域支援・地域連携


